
・況を示して，その鑓幅が1皿・延長が4mで・N500E

の方向に延びている◎表土に埋没しで規模が明らかでな

い。．以下この鉱床を鳥帽子鉱体と云う事にする。その他

の露頭は珪質度が高かつた勿。酸化やけの域を出なかつ一1

　　　　　　　　　／’たり・している’小規模のものであるb

，5〔裏山の鉱床〕，

・この地域には7つの露頭が散在している。西端の露頭

・のみが未開発餐，他の6露頭は探掘済である。裏山ρ谷

の北側の2露頭が規模が大きくて，その採掘跡より推定

すれば，延長，26項，鑓幅3皿及ぴ延長43m，鑓幅3m

であつて，何れも深さは5血以下である。概してその

西端が北に急曲ヤて浴減している。西端の鉱床（裏山館，

体と呼ぶことにする）はN70。Eの方向に延び，その露

頭の規摸は延長17m，鑓幅2．5m，傾科延長3mであ．

る0

　　　　　7．鑛石及び品位
　鉱石を構成する主なマンずン鉱物はバラ輝石・’テフロ

石で）菱マンガン鉱が相当・少いようであり，、その外に局

部的にマxガン極榴石が存在する。鉱床の上部の酸化鉱

は軟マンガン鉱・硬マンガシ鉱・水マンガン鉱等よりな

る。脈石としては石英が主で，／その外に方解石・黄鉄

’
鉱

・角閃石鯨が見られる。

　鉱石は菱マンガジ鉱割合に少いために珪酸分が比較的

高く，テフロ石が存在すおためにMnが稽々高くなわ．

Mn40％近くに．なる事があるo

　　　　　8．現　況
，調聲時の本鉱山の現況は下に示脊れる・，

（1）稼行鉱床数幻稼行坑道数1，切羽数ユ　手掘

（2）選、鉱

　　　　酸化鉱｛画錆％・・S叫％

　 ，　廃石
（3）特別設備　簡易索道　延長群5m

ド（4）労務者．　馴

　　、｛　　　坑内夫　5
　　　　じ　　　坑外夫P8　　　　　，
　　　選鉱婦　6
（5）F月産　10Gt．

　　　　　9，結　論・
　瀕助鉱体の底部及び東延長部の鑓押探鉱は積極的に行・

．わねばならぬが，何れも附近の地質より推定してあまり

期待がもたれない。烏帽子鉱体年ついては一感剥土によ

る探査が考えられるが，著しい鉱量の壇加は期待薄のよ

ケである。裏山鉱体を開発しても，・相当多量の鉱量を望．

む事は無理でもあり，他方搬出の便が悪く開発の障害と

なって焔からヂ耀儲翻せ蝦りを覇発騨と考『

える。・　　　　　　　　　（昭和25年3月調査〉1

553・32・065…550・3（521・62）：6零2！19

’愛知縣共栄鉱山マンガン鉱床調査報告
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　　　　　要　旨
昭和25年3月17日ユ日聞愛知縣北設樂郡名倉村共栄！

鉱山のマンガソ鉱床を調査したび本鉱山のマソガX鉱床、’

は石英片岩を母岩とする熱水性の交代鉱床である。鉱石

を構成するマンガン鉱物どしてはづラ輝石が多く・菱マ・

ンガン鉱，マンガ》柘榴石等が随俘しているo最も鉱化「ル

状況の優勢なのは中の鉱体で見込亭均品位Mn30％のも・

の16侃が推定されて，一深さ5m以上を期待する事は

無理のよ弓である。其の他の露頭1；つい誓は更に期待薄．

であるo　　・　　　　　　　　　　　　　’　　　　　，φル’

　　　　　1。鑛　匠　・
登録鉱区番号　愛知縣試掘18質

・鉱　　種々ソガン
鉱業権者愛知縣幡豆郡西尾町高畠　柴田兵治

蓬3一（303）

〆



犠

　　　　　2．位置及び交逼「．二

．現場の位置・∫　．・　　’　戸　　　　　　4

　愛知縣北設樂都名倉村川向字鬼沢

　（田口鉄道三河蜘駅の北努約4kmの位置にある）

現場に至る径路

三河甲・講響三繋・藷現場

　現場よりのi搬出径路

　　　木馬　　牛ゾヴ　　　・索道
　現場一→土場一→貯鉱場一→　　、・
　　0．5km　　・1km　　　　　70畢

　　　　　　　　　トラック
　　　　　騨側積腸苅賦ラ河田噸』

　　　　　　3，沿、革’
　か　ら
　昭郡24年9月現鉱業権者によつて始めて鉱区が設定．

慧れ，同年10月に事業に着手して，現在に及んでいる。

　　　　　4・地形及び地質
　本地域は境川の支流鬼沢の西岸にあつて，各斜面地較

’
、
的
急 であつて，谷挾く平坦地が少い。

，本地域の地質は領家片瞬岩類」石英斑岩様岩石，・石英　・

．脈よりなる。後二者は前者を貫いている＆片麻岩類の走

向はN5qン》60。E，傾斜は：N50～70。であって，R10◎E

、及びN300Eの方向に走る断層があるQ，

　　　　　　5．鑛　床
　本地域の鉱床は雲母片岩の薄暦を俘う石英片岩を母岩

とする熱水性の交代鉱床である。．その母岩は珪化作用を

・受けている。N500Eの方向に延長62mに亘つて3鉱

一体の露頭がある。最東部の露頭は石英質の部分が大部分

を占めて鉱化駄況劣勢で，そあ西端はN100Eの方向

，の断層によつて切られている6延長20・uの中め露頭は

i走向N500～600E，傾斜N600であつて，ぞの東の部

分は殆んど石英よφなつていて，残りの部分が稽々鉱仰　’

作用が進ん宅いて．N3G。Eの方向に延びる粕土脈によ

ρて貫かれている。最も鉱化作用の優勢な部分は中卑の

長さ8m，幅3皿の部分であるが，その深さは5mに、

達しな》であろう。西端の露頭は下30。Eの方向に走

・る断暦の北側にあつて，長さ6皿の坑道により探鉱さ

れ七いるが，5m足らずゐ延長と約3mの鑛幅とを持

つ鉱体と推定され郵

　　　　　・6．鑛石及び品位
鉱戸をっ更る主なマンガン鋤はバラ廟鷹華マソ

澗ソ鉱・テフロ石・マンガジ柘溜石等を俘う宅いる。脈

石として石英が主で，僅か1こ方解石細脈と黄鉄鉱ノ）小粒

とが認められる。從つて珪酸含有率高く午均して50％近

くと見込まれるが，テフ冒石が加わつている関係上・Mn

含有率は割含に高く《，平均して釦％狸度と推定寄れ

るQ　　　　　 　　　．

　　　　　　7・隅　況
　調査当特の本鉱山の現況は下に示されるo

㌧（1）稼行鉱床数…2『稼行坑道数・・4　鄭羽1数一、・2

　　手掘
　（2）選鉱雄石取捨の程度

（3）特別設備　　 索道70皿

（4）労務ロ者　　坑夫5

（5）月　産’翫

　　　　　8．結・論
本地域の鉱床は何れも深さ浅く5導に達するものは1

ないであううo中の鉱体は一免庵1は下部状況を朗：かにする

事が考えられるが，期待をおく事が出来ぬQ西の鉱体嫡

鑓押探鉱を行うべきであるが，5m以上の延長を考える

事が無理であろ5。東の露頭は全く稼行に値しないもの

と考える。　　　　　　　　　（昭和25年．3月調査）

ぱ
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　　　静岡縣』清水市内天然ガス調査報告
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